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開
く
一
方
で
あ
り
、
経
営
陣
は

役
員
会
を
開
き
検
討
す
べ
き
」

と
主
張
し
た
。

連
日
交
渉
を
重
ね
た
が
、
し

か
し
第
1
次
回
答
か
ら
前
進
出

来
ず
、
最
終
的
に
は
「
期
末
手

当
と
し
て
一
人
5
万
円
」
で
妥

結
の
承
認
を
大
会
で
受
け
た
。

《
実
施
要
綱
》

①
日
程
：
13
年
６
月
〜
11
月

毎
月
１
回
（
２
泊
３
日
）

②
行
程
：
毎
月
10
日

北
上
泊

（
夕
方
ま
で
に
北
上
市
に
到
着
）

11
日

大
槌
・
釜
石
の
被
災
地

訪
問
〜
北
上
泊

12
日

朝
食
後
解
散

③
実
費
：
宿
泊
等
＝
２
万
円

④
毎
回
の
締
切
り
：
前
月
末
日

⑤
最
少
催
行
人
員
３
名
〜

最
大
６
名

⑥
問
合
せ
先
：
共
生
ユ
ニ
オ
ン

い
わ
て

（
電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

０
１
９
７･

６
３･

３
０
７
８

13
春
闘
は
、
賃
上
げ
一
万
八

千
円
、
契
約
社
員
の
賃
上
げ
6･

88
％
、
希
望
者
の
65
才
定
年
な

ど
を
中
心
的
な
課
題
と
し
て
闘

わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
続
く
「
定
昇
の
み
」

の
回
答
を
打
破
す
べ
く
第
2
組

合
に
も
呼
び
掛
け
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
が
結
果
的
に
「
定
昇

の
み
の
五
千
三
百
円
＋
α
」
に

留
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
契
約
社
員
の
賃
上
げ
に
つ
い

円
要
求
」
が
執
行
部
草
案
通
り

決
定
さ
れ
た
。

2
月
25
日
団
体
交
渉
を
開
催

し
て
要
求
書
を
提
出
し
、
ス
ト

権
79
％
の
賛
成
で
あ
る
中
で
、

「
回
答
日
に
は
会
社
と
し
て
責

任
あ
る
回
答
を
す
べ
き
」
と
主

張
し
、
執
行
委
員
６
名
が
職
場

代
表
の
立
場
で
個
々
に
訴
え
た
。

3
月
5
日
に
、
会
社
回
答

「
組
合
員
一
人
平
均
4
千
円
」

を
受
け
、
執
行
委
員
会
6
名
で
、

「
要
求
金
額
2
万
円
に
対
し
掛

け
離
れ
た
回
答
で
は
、
当
然
理

解
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
県

内･

地
場
中
小
と
の
賃
金
格
差
は

り
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
建
築

関
連
は
人
手
不
足
で
す
が
、
本

採
用
の
企
業
は
無
く
、
子
育
て

世
代
は
本
線
沿
い
や
都
市
部
に

移
動
し
、
大
槌
の
人
口
は
20
％

も
減
り
、
沿
岸
の
過
疎
化
は
進

む
一
方
で
す
。

共
生
ユ
ニ
オ
ン
い
わ
て
は
、

東
日
本
大
震
災
で
の
死
亡
、
不

明
者
一
万
八
千
六
四
九
名
の
鎮

魂
を
願
い
、
被
災
地
巡
礼
を
企

画
し
ま
し
た
。
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
仲
間
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
は
、
昨
年
並
み
の
千
五
百
〜

二
千
五
百
円
（
時
給
換
算
：
10

〜
16
円
）
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
」

に
伴
う
継
続
雇
用
問
題
は
、
組

合
員
に
４
月
に
60
才
を
迎
え
る

女
性
が
い
る
事
も
あ
っ
て
最
も

力
を
入
れ
た
取
組
み
を
し
て
き

ま
し
た
。

従
来
、
「
女
性
・
現
業
職
」

の
継
続
雇
用
は
例
が
無
く
困
難

な
闘
い
で
あ
っ
た
が
何
と
か
現

２
０
１
３
年
３
月
１
日
に
、

賃
上
げ
一
万
七
千
四
百
円
、
夏

季
一
時
金

新
賃
金
の
３
ケ
月
、

企
業
内
最
低
賃
金
及
び
年
齢
別

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
住
宅

手
当
、
家
族
手
当
の
増
額
、
均

等
待
遇
（
パ
ー
ト
社
員
の
賃
上

げ
を
時
間
額
で
同
等
に
す
る
、

一
時
金
支
給
を
85
％
か
ら
１
０

０
％
に
、
パ
ー
ト
社
員
に
も
給

食
手
当
を
支
給
）
も
含
み
要
求

を
提
出
し
、
5
月
半
ば
に
賃
上

げ
三
千
八
百
五
十
円
、
８
回
目

の
団
体
交
渉
の
７
月
１
日
に
一

時
金
１
．
３
５
ケ
月
で
妥
結
し

ま
し
た
。
均
等
待
遇
の
う
ち
給

職
で
の
継
続
雇
用
を
勝
ち
取
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
以
降

第
２
組
合
員
に
対
す
る
「
継
続

雇
用
」
に
つ
い
て
も
こ
の
実
績

が
前
例
と
な
り
、
当
初
示
さ
れ

て
い
た
条
件
よ
り
有
利
な
条
件

で
進
ん
で
き
て
い
る
事
を
考
え

れ
ば
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と

総
括
し
て
い
ま
す
。

食
手
当
は
、
要
検
討
案
の
ま
ま

残
し
そ
の
他
の
要
求
は
現
行
通

り
。現

状
の
仕
事
量
は
２
月
頃
か

ら
メ
イ
ン
の
仕
事
が
顧
客
都
合

に
よ
り
遅
れ
て
お
り
昨
年
実
績

を
現
状
で
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
今
期
受
注
量
は
変
動
し
な
い
）

７
月
中
旬
頃
に
は
、
遅
れ
て
い

た
も
の
が
動
く
出
す
予
定
で
す

が
、
見
透
視
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。

2
月
5
日
、
組
合
員
64
名
ア

ン
ケ
ー
ト
集
約
率
82･
8
％
で
ま

と
め
、
翌
日
執
行
員
会
、
委
員

会
で
草
案
を
確
認
し
た
。
2
月

18
日
に
総
合
職
場
大
会
、
翌
日

に
は
5
ブ
ロ
ッ
ク
の
職
場
大
会
、

欠
勤
者
集
会
を
開
催
し
た
。
そ

し
て
2
月
23
日
、
要
求
決
定
大

会
を
午
後
4
時
50
分
か
ら
開
催

し
、
「
組
合
員
一
人
平
均
2
万

岩
手
の
被
災
地
で
の
「
復
興
」

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
市
街
地
の
地
権
者
と
の
交

渉
に
手
間
取
り
、
い
ま
だ
に
大

槌
、
高
田
の
市
街
地
は
一
面
の

空
き
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

復
興
予
算
は
膨
ら
ん
で
い
ま

す
が
、
執
行
す
る
市
役
所
の
人

的
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

２
万
人
に
の
ぼ
る
仮
設
住
宅
の

住
人
に
は
、
孤
独
死
や
、
認
知

症
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

営
住
宅
は
30
％
ほ
ど
し
か
入
居

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
被
災

し
た
人
々
の
就
労
の
場
も
広
が
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150tダンプトラック用部品(3t)

金
属
一
般
の
13
春
闘

！

13
春
季
闘
争
を
振
り
返
っ
て

鎮
魂
願
う
「
被
災
地
巡
礼
」
へ

大
槌
町

ひ
ょ
う
た
ん
島

去
る
６
月
９
日
、
東
京
全
労

協
と
全
国
一
般
東
京
労
組
の
呼

び
か
け
で
「
６
・
９
米
軍
横
田

基
地
反
対
集
会
・
デ
モ
実
行
委

員
会
」
を
結
成
し
、
５
・
15
沖

縄
平
和
行
進
の
闘
い
に
連
帯
し

て
、
集
会
と
デ
モ
行
進
を
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
牛
浜
駅
か
ら
近
く
の
福

生
公
園
に
結
集
し
、
14
時
か
ら

ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
に
あ
た
り
主
催
者
挨

拶
と
し
て
、
東
京
全
労
協
・
久

保
事
務
局
長
は
「
２
週
間
ほ
ど

前
に
５
・
15
沖
縄
平
和
行
進
を

東
京
全
労
協
と
東
京
労
組
の
仲

間
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
沖
縄

で
は
連
日
厳
し
闘
い
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
、
私
た
ち
も
東
京

で
出
来
る
闘
い
を
取
り
組
も
う

と
昨
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

そ
し
て
今
日
の
行
動
な
っ
た
。

暑
い
中
、
最
後
ま
で
貫
徹
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。引

き
続
き
、
参
加
労
組
・
団

体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。
ま
た

沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
会
か
ら
は
、

沖
縄
で
の
闘
い
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

15
時
に
は
、
横
田
基
地
を
め

ざ
し
て
デ
モ
行
進
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
「
オ
ス
プ
レ
イ
は

い
ら
な
い
」
「
米
軍
基
地
は
い

ら
な
い
」
な
ど
暑
い
中
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
て
デ
モ

行
進
を
し
ま
し
た
。
横
田
基
地

ゲ
ー
ト
前
で
は
ゲ
ー
ト
が
塞
が

れ
お
り
、
要
請
書
を
読
み
上
げ

て
行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
解
散
地
点
の
公
園
ま

で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
久
保
事

務
局
長
の
ま
と
め
の
挨
拶
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
行
動
全
体
を

終
え
ま
し
た
。

沖
縄
全
島
あ
げ
て
、
基
地
反

対
の
運
動
が
取
組
ま
れ
、
ま
た

オ
ス
プ
レ
イ
が
昨
年
10
月
か
ら

配
備
さ
れ
、
深
夜
の
低
空
飛
行

訓
練
が
、
学
校
・
保
育
園
・
病

院
の
上
空
で
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
国
に
6
コ
ー
ス
以
上
の
訓

練
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
横
田
基

地
に
も
飛
来
の
心
配
が
あ
り
ま

す
。
オ
ス
プ
レ
イ
を
巡
っ
て
は

試
作
段
階
か
ら
何
度
も
墜
落
し
、

多
数
の
乗
員
が
死
亡
し
て
い
る

危
険
な
飛
行
機
で
す
。

東
京
に
あ
る
横
田
基
地
に
は
、

在
日
米
軍
司
令
部
が
あ
り
、
在

日
米
軍
全
体
の
運
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。

沖
縄
の
反
基
地
運
動
に
連
帯

し
、
首
都
圏
の
中
心
に
あ
る
横

田
米
軍
基
地
に
反
対
し
、
基
地

撤
去
の
運
動
を
多
く
の
市
民
・

労
働
者
の
力
で
前
進
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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回
の
塩
田
さ
ん
の
職
場
復
帰
を

大
き
な
契
機
に
、
す
べ
て
の
闘

い
に
勝
利
す
る
決
意
を
固
め
て

い
る
。

集
会
の
最
後
に
、
ユ
ニ
オ
ン

北
九
州
の
本
村
委
員
長
が
、
組

織
を
超
え
た
団
結
を
作
り
、
新

し
い
時
代
を
作
っ
て
い
こ
う
、

と
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
2
時

間
の
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

い
た
行
政
訴
訟
の
判
決
（
会
社

の
請
求
を
棄
却
）
と
同
日
、
東

京
地
裁
は
中
労
委
が
申
し
立
て

て
い
た
「
緊
急
命
令
」
を
認
容

し
た
。
組
合
は
こ
の
緊
急
命
令

を
背
景
に
塩
田
さ
ん
の
職
場
復

帰
実
現
を
会
社
に
迫
っ
た
。
会

社
は
地
裁
判
決
を
不
服
と
し
て

控
訴
し
た
が
、
５
月
10
日
、
緊

急
命
令
に
従
う
旨
を
表
明
し
た
。

４
年
間
の
闘
い
の
中
で
、
多

く
の
仲
間
か
ら
受
け
た
支
援
を

力
に
職
場
復
帰
が
実
現
し
た
。

東
部
労
組
Ｈ
Ｔ
Ｓ
支
部
は
、
今

の
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
５
０

名
の
労
働
者
が
参
加
し
、
会
場

に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
「
最
近

の
労
働
事
案
で
考
え
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
安
本
隆
治
弁
護

士
の
わ
か
り
や
す
い
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
1

週
間
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、

連
合
全
国
一
般
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
委
託

支
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
支
援

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

09
年
３
月
、
「
週
刊
金
曜
日
」

の
取
材
に
応
じ
た
こ
と
を
も
っ

て
阪
急
交
通
社
子
会
社
の
阪
急

ト
ラ
ベ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
）

よ
り
不
当
な
「
ア
サ
イ
ン
停
止
」

（
事
実
上
の
解
雇
）
を
受
け
、

そ
の
撤
回
を
求
め
て
４
年
間
闘
っ

て
き
た
東
京
東
部
労
組
Ｈ
Ｔ
Ｓ

支
部
塩
田
委
員
長
の
職
場
復
帰

が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

都
労
委
に
続
き
「
ア
サ
イ
ン
停

止
は
不
当
労
働
行
為
」
と
会
社

を
断
罪
し
た
中
労
委
命
令
取
り

消
し
を
求
め
会
社
が
提
起
し
て

4
月
1
日
、
真
鶴
会
館
に
お

い
て
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
・
雇
用
ア
ク
シ
ョ
ン
福

岡
」
の
設
立
記
念
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
3
月
か
ら
、
連
合
全
国

一
般
や
門
司
地
区
労
セ
ン
タ
ー
、

北
九
州
雇
用
問
題
を
考
え
る
会
、

ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
が
中
心
と
な

り
、
労
働
相
談
や
労
働
者
同
士

の
交
流
等
を
目
的
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
つ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
発
足
集
会
に
は
、
平
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会

北
九
州
ユ
ニ
オ
ン

ア
サ
イ
ン
停
止
直
後
の
記
者
見

塩
田
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）

６
・
９

米
軍
横
田
基
地
反
対
の
集
会
デ
モ
を

取
り
組
む

６・２さようなら原発集会（芝公園23号地）


